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中小企業の知的財産の創造・保護・活用の促進を目的に、無料相談事業、講習会、セミナーなどの事業を中心に、中小企業
の支援を行っている京都発明協会の行事をご案内します。
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京都発明協会行事のお知らせ（９～１０月）

相談員による“特許等の相談”（無料）
相談員が、発明、考案、意匠、商標等の産業財産権に関するご相談を受け、ご説明いたします。

〔特許等取得活用支援事業〕「知財総合支援窓口」（近畿経済産業局委託事業）

〔京都府知的財産総合サポートセンター事業〕（京都府委託事業）

京都発明協会事業

「知財総合支援窓口」における支援（無料）
「知財総合支援窓口」では、窓口支援担当者が中小企業等の抱える知的財産
に関する悩みや課題をワンストップで解決できる支援を無料で行います。
また、窓口において即座に課題解決ができない場合には、中小企業等（個人
事業主・創業予定の個人を含む）への直接訪問や知財専門家（弁理士等）と
の共同での支援により課題等の解決を図ります。

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-326-0066又は075-315-8686　※詳細なご案内は、京都発明協会のホームページをご覧ください。〔http://www4.ocn.ne.jp/̃khat8686〕

◉日　　　程　毎週月曜日～金曜日（休日、祝日を除く）事前予約制です。
◉相談時間帯　9：30～12：00 ＆ 13：00～16：30
◉場　　　所　京都発明協会 相談室

（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-315-8686（相談時間は30分以内とさせて頂きます。)

◉日　　　程 毎週金曜日（休日、祝日を除く）事前予約制です。
◉相談時間帯　9:30～12:00 ＆ 13:00～16:30
◉場　　　所　京都発明協会 相談室（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）
◉対　　　象　産業財産権に関する相談をご希望の方（どなたでも相談可能）

事前予約制です。予約のない場合、
相談会は開催されませんので、
前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡下さい。

弁理士による“産業財産権相談会”（無料）
弁理士が、産業財産権に関する様々な事柄について、無料でご相談に応じます。

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-315-8686（相談時間は30分以内とさせて頂きます。)

◉日　　　程 9月 5日（木）　久留　　徹 氏 9月26日（木）　上村　喜永 氏 １０月１７日（木）　上村　喜永 氏
　　　　　　　9月12日（木）　西村　竜平 氏 10月 3日（木）　佐野　禎哉 氏 １０月24日（木）　佐野　禎哉 氏
 9月19日（木）　間宮　武雄 氏 10月10日（木）　間宮　武雄 氏 １０月31日（木）　間宮　武雄 氏
◉相談時間帯 13:30～16:30
◉場　　　所　京都発明協会 相談室（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）
◉対　　　象　産業財産権に関する相談をご希望の方（どなたでも相談可能）

事前予約がない場合、府内巡回“産業財産権相談会”は開催されませんので、
前日の15:00までにお申し込み下さい。

弁理士による府内巡回“産業財産権相談会”（無料）
弁理士が府内の商工会議所・商工会等で無料の相談会を開催します。お近くの方は是非ご利用下さい。

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-315-8686（相談時間は30分以内とさせて頂きます。)

◉日　　　程 9月１9日(木)　八幡市商工会（八幡市八幡三本橋59番地9） 佐野 禎哉 氏
 10月17日(木)　舞鶴商工会議所（舞鶴市浜66） 西村 竜平 氏
◉相談時間帯　13:30～16:30
◉対　　　象　産業財産権に関する相談をご希望の方（どなたでも相談可能）

◉日　程 第5回　 9月26日（木）　新興国特許検索編（中級者向け）
 第6回　10月２2日（火）　外国特許検索基礎編（初級者向け）
◉時　間 講義・質疑　１３：３０～１６：３０
◉講　師 旧社団法人発明協会徳島県支部（現一般社団法人徳島県発明協会）元情報検索指導アドバイザー
 旧社団法人発明協会（現一般社団法人発明推進協会）元知財専門家相談員　平野 　稔 氏
◉場　所　京都リサーチパーク内 東地区 １号館４階 Ａ・Ｂ会議室
◉対　象　京都府内に在住又はお勤めの方が対象。それ以外の方は定員に満たない場合のみ受け付けます。

外国特許等検索実践講習会（無料）

※詳細及び参加申込等は、京都発明協会のホームページをご覧下さい。〔http://www4.ocn.ne.jp/̃khat8686〕　

◉日　程 第4回　 9月１9日（木）　「権利侵害」　弁理士　大西 雅直 氏
 第5回　10月17日（木）　「ファッション、アパレル企業の知財活動」　株式会社ワコール　知的財産部　綿　 正之 氏
◉時　間 講義・質疑　１４：００～１６：４５
◉場　所　京都リサーチパーク内 東地区 １号館４階 ＡＶ会議室

平成２５年度 知財（初～中級）勉強会（会員無料）

※詳細及び参加申込等は、京都発明協会のホームページをご覧下さい。〔http://www4.ocn.ne.jp/̃khat8686〕

京都発明協会会員以外の方も参加いただけます（但し、受講料要）

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp

技術トレンド情報 京都発明協会行事のお知らせ

2013年2月、米国オバマ大統領の一般教書演説の中で3Dプリンターに関して、「あらゆるものづくりに
革命を起こす可能性を秘めている」と言及し、3Dプリンターによる新たなものづくり拠点の整備を述べ
たことが報道され、3Dプリンターへの注目が急速に高まっています。今回、3Dプリンターを活用した樹
脂・金属製品の高速試作について紹介します。

３Ｄプリンターによる高速試作

 ３Ｄプリンターによる樹脂製品の試作
　樹脂製品の試作には、試作型・簡易型を作成して成形する方
法が多く行われています。以前より、3Dプリンターを使って製
品模型（モックアップ）を作成し、これを型取りして簡易型を作る
方法が行われています。近年、3Dプリンターの成形技術及び樹
脂材料の開発が進み、3Dプリンターで直接、樹脂製品の試作
品を製作することが増えてきました。

 ３Ｄプリンターによる金属製品の試作
　金属製品の加工は、切削・板金・鋳造など多くの加工技術があ
りますが、3Dプリンターでは全く異なる加工が期待されていま
す。3Dプリンターによる金属造形は、粉末材料をレーザーで溶
融し固める『粉末焼結法』が主に用いられています。曲線・空洞
が自由に造形できるため、複雑に曲がった配管や中空部品が容
易に製作できます。この3Dプリンターの特徴を金型製作に利
用し、金型製作時間の短縮だけでなく、冷却水路を自由に設け
た金型の製作が期待されています。

 ３Ｄプリンター導入・活用時の留意点
　様々な造形方式・仕様の3Dプリンターが複数のメーカーか
ら提供されています。特に、樹脂造形用3Dプリンターは造形方
式・装置の種類が豊富で、樹脂試作品の利用目的に応じて、最
適な3Dプリンターを選択することが重要です。

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 機械設計・加工担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp

線状の樹脂材料を熱で溶融する『熱溶融法』は幅広い価格帯の
装置が提供されており、必要とする形状精度等に合致した装置
の選択が可能です。粉末材料をレーザーで溶融し固める『粉末
焼結法』は、最終製品に匹敵する強度・耐久性を持った樹脂試作
品が得られます。液状樹脂材料をインクジェットヘッドから噴射
して紫外線等で硬化させる『インクジェット法』では、ゴムのよう
な弾性材料の試作が可能です。液体の紫外線硬化樹脂を紫外
線レーザー光で硬化させる『光硬化法』は生産性が高く、透明樹
脂製品の製作も可能です。
　実際に3Dプリンターでの造形を行うと、様々な問題点に直
面することがあります。例えば、

●3次元CADデータにエラーがあり、造形を開始できない。
●1mm未満の小さな形状がうまく製作できない。造形方向により形状
精度・強度が異なる。

●造形できる材料が限られている。また造形材料が高価。材料の寿命
が短い。

●造形品に反りや段差が生じる。表面の粗さが量産品と異なる。
●形状精度を有する部分（位置合わせ用の穴など）は追加加工が必要。
●時間経過により造形精度が低下するため、定期的な装置メンテナン
スが必要。

などの問題点が生じます。3Dプリンターの種類によってこれら
問題の程度は変わりますが、一般に装置カタログ・仕様からこれ
ら問題の程度を判断することは困難です。
　3Dプリンターの選定・活用には、各造形法の特徴を理解して
最も適した造形方式を選択するとともに、事前に造形テストを
行うなど、実際に造形する上での問題点を把握して、うまく利用
していくことが必要です。

 ３Ｄプリンターとは
　3Dプリンターは従来、「積層造形装置」と呼ばれ、1980年代から技術・装置の開発が進められてきました。積層造形の基本技術
は1980年に小玉秀男が特許出願し、1987年には世界初の市販用積層造形装置（米国メーカー製）が発表されています。それから
25年以上の歳月が経過した今日、3Dプリンターが注目される要因として、造形精度・スピードの向上や材料開発とともに、装置の
低価格化が挙げられます。個人・ホビー用の3Dプリンター（樹脂造形）では、ソフトウェア（3次元モデル・スライスデータ作成）付属
の装置が10万円台で販売されるようになりました。
　3Dプリンターの造形手順を図1に示します。3次元CADで作
成されたデータは、データ変換ソフトによって輪切り状態のスラ
イスデータに変換されます。このスライスデータを3Dプリン
ターに送り、3Dプリンターで一層ずつ成形し積層して造形しま
す。造形の種類・造形物のサイズによりますが、一般的には数時
間～1日程度で造形が完了します。 図1　3Dプリンターによる造形手順

3次元CADデータ スライスデータ作成 3Dプリンターで造形


